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セパレートボデーの普及により、運送業界の人手不足・労働環境・労働時間・
低賃金などの様々な問題を解決することを第一の目的とします。

セパレートボデーを使った運行により、
広く日本全国にサプライチェーンを張り巡らせ、
倉庫・配送すべての物流に関する
情報を一元化共有管理することで
効率的で安定したサプライチェーンを
作ることを目指します。

地方に製造工場を建設することが可能となり、
これからの日本の目指す国内回帰・地方創生に
繋がる事業ではないかと考えます。

このセパレートボデー普及で国力をあげる
ことにより様々な分野での社会貢献を
行いたいと考えます。

西日本ルート

東海ルート

東北ルート
北陸ルート

セパレートボデー普及へ向けて



https://www.pacific-hojo.jp/2025r07/index.html

効率的な輸送による省エネ効果で

令和６年に引き続き補助対象に

補助金について

令和６年度より新設された
高輸送効率車両の導入による取組みへの補助として
令和７年も引き続き補助対象として、
採択いただけております。

令和７年度
運輸部門エネルギー使用合理化
・非化石エネルギー転換推進事業費補助金

トラック輸送省エネ化推進事業

・令和７年度について（備考）
第3回公募にて予算は終了となりましたが、
来年も一定の予算枠はあるとみております。

補助金の申請に関する点では、
実績報告の期日が12月19日となっております。

11月中を目安に10日分以上の取得ができると
報告書類の作成にゆとりを持つことも可能です。
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様々なニーズに対応

新造車だけでなく、既存車両の改造も可能

レンタルボデーも可能で、他社とのドッキング輸送も実現

ウィング 
積載量 約12.4 t

平車
積載量 約12.8 t

冷凍車
積載量 約10.5 t

現行ラインナップ



開発中のボデーについて

更に内高が高く積載量を確保可能な背高のボデーを開発中

9675

2955
2400

リア開口の寸法

※開発中のため仕様は変更となる可能性がございます。



セパレート
ボデー

大型完成車
セミ

トレーラー

荷台
内高

『セパレートボデー』

は内高が高く
積載量が多い

費用対効果も高い

※セミトレーラーのみ牽引免許必要

スワップ
ボディ

寸法・積載量比較

積載量 14t 12.6t 11.7t 18t

内長
9,605mm 9,605mm 9,555mm 12,655mm

内高 2,650～

  2,700mm
2,650～

  2,700mm 2,435mm 2,405mm

内高 3,000mm目指し
開発中



セパレートボデーを活用したドッキング輸送の効率化実証実験にて

7.03%のCO2削減に成功 1時間当たりの労働生産性は51%向上＆
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